
美唄消防の沿革

明治３６年

１１月 私設沼貝消防組設立 初代組頭 鈴木武史郎

乙号型腕用ポンプ １台

明治３７年

１０月 私設沼貝消防組を公立沼貝消防組に改組 組員３６名

大正４年

８月 私設三菱美唄消防組が発足 組員不明 腕用ポンプ４台

大正５年

５月 私設美唄炭山消防組設立 組員３０名 腕用ポンプ１台

大正６年

３月 私設美唄炭山消防組を公設我路

消防組に改組

８月 沼貝消防組に部制を設ける。

第１部 沼貝市街地

第２部 峰延市街地

部員２８名

大正９年

１２月 沼貝消防組第３部発足 腕用ポンプ

第３部 茶志内市街地 部員１３名 ７号腕用ポンプ１台

大正１１年

３月 沼貝消防組第４部発足

第４部 沼貝市街地 部員２６名 腕用ポンプ１台

大正１５年

６月 町政施行により美唄町となり沼貝消防組を美唄消防組に改称する。

世帯数６，１４１世帯・人口３２，２４０人

昭和２年

９月 美唄消防組第２部が独立し峰延消防組設立 組員２５名

美唄消防組第４部を第２部に改称



美唄消防組第４部発足

第４部 美唄市街地 部員２５名 腕用ポンプ１台

昭和３年

８月 私設三井美唄消防組発足 組員５０名 手挽ガソリンポンプ ２台

腕用ポンプ ２台

昭和４年

５月 我路市街地大火 焼失２０４戸

昭和９年

６月 美唄消防組第５部発足

第５部 美唄市街地 部員２５名

腕用ポンプ１台 昭和５年 光珠内

９月 美唄消防組本部庁舎を現在の大通西１条南１丁目に木造２階建

で新築

１０月 美唄消防組第５代組頭 故海老名広吉氏の遺志により、庁舎横に鉄骨

の火の見望楼８１尺（２４．５ｍ）１基建造

昭和１１年

５月 消防ポンプ自動車１台購入 美唄消防組に配備

昭和１２年

５月 美唄市街地大火

焼失３７２戸、損害額１８０万円、罹災者１，９００名

昭和１２年 美唄大火



昭和１３年

４月 消防団常備２名配備

１０月 美唄市街地の大火で美唄消防組本

部庁舎焼失したため、同敷地に同本

部庁舎新築木造モルタル２階建延３

６３㎡

昭和１３年築 消防庁舎

昭和１４年

４月 警防団令（勅令）施行 美唄消防組

を美唄警防団として発足し各消防組を

再編成する。１本部１５分団９２７名

炭鉱地区に、三井美唄警防団・三菱美

唄警防団が同時に発足

昭和１８年 昭和１３年 辞令

４月 美唄警防団１５分団を統廃合し１１分団に再編成

昭和１９年

４月 消防団常備７名増員（計９名） 第２分団に４名配備

昭和２２年

４月 消防団令（勅令）施行 各警防団を消防団に改称

８月 美唄消防団６分団 団員２９９名

我路地区は、我路消防団発足 団員７５名

１２月 消防組織法（法律第２２６号）公布され消防組織は、自治体消防とし

て独立する。

昭和２３年

４月 望楼監視勤務開始

７月 消防法（法律第１８６号）公布

１０月 水槽付消防ポンプ自動車購入 美唄消防団に配備

昭和２４年

２月 美唄・南美唄・峰延・茶志内・光珠内・沼南・三井美唄・三菱美唄・

三井新美唄・三菱茶志内・我路の１１団編成となり団員数は１，０２



４名となる。

消防装備 消防ポンプ自動車 １１台

水槽付消防ポンプ自動車 １台

手びきガソリンポンプ １２台

腕用ポンプ １６台

防火水槽 ６３基

消火栓 ３９５基 昭和２５年 感謝状

昭和２５年

４月 市制施行により美唄市となる。

世帯数１６，３５６世帯、人口８７，０９５人

消防団常備が美唄市消防本部・消防署として発足

消防職員定員３０名 初代消防長 前田富蔵

初代署長 深尾三郎

９月 北海道消防ポンプ操法競技大会に初出場

昭和２６年

２月 茶志内消防団 中村分団発足 団員２０名

３月 三井新美唄消防団解団 同地域を三井美唄消防団管轄区域に編入

美唄消防 １０団 １，０５５名

４月 消防職員 定員３８名

茶志内出張所開設 職員２名配置

７月 北海道消防ポンプ操法競技大会出場 Ｂ級第３位入賞

昭和２７年

４月 消防職員 定員４０名

６月 峰延機関員出張所開設 職員１名配置

７月 美唄消防団創立５０周年記念式典挙行

９月 南美唄機関員出張所開設 職員１名配置

昭和２７年５０周年演習



昭和２７年 自転車引

昭和２８年

４月 消防職員 定員４５名 昭和２７年５０周年記念仮装

美唄市街地大火 焼失４１戸 損害額２，６２０万円

昭和２９年

４月 第一機関員出張所開設 職員１名配置

昭和３１年

４月 美唄消防４団に再編成

美唄消防団 １１分団 ２７３名

三菱美唄消防団３分団 ３２５名 昭和２９年 協会表彰

三井美唄消防団 １２０名

三菱茶志内消防団 ５０名

６月 旭機関員出張所開設 職員１名配置

７月 美唄市消防火災出動要綱制定

１１月 美唄消防団我路分団発足 団員６０名

昭和３２年 昭和３０年望楼から

７月 茶志内出張所を茶志内機関員出張所に改称 職員１名配置

１０月 沼南分団詰所新築

１２月 美唄消防団上美唄分団発足

団員２２名

昭和３３年

４月 消防職員 定員４８名

昭和３５年 昭和３２年 管轄区域

８月 日本損害保険協会から、普通消防ポンプ自動車の寄贈を受け署に配備




